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●平成２９年度決算（単体）は、増収増益となり営業収益と当期純利益は過去最高。これは
　すべての社員が、安全・安定輸送のさらなるレベルアップやサービス品質の向上、様々な
　増収施策等に取り組んだ成果であり、感謝申し上げる。
●生産性向上をはじめとした諸施策について、時間軸をしっかりと意識し、スピード感を持っ
　て推進していくこと、社員が気兼ねなく自己啓発活動やチャレンジに取り組める職場風土
　をつくること、職場秩序を維持し安心して働ける環境をつくることを改めて求める。
●期末手当の水準は、業績動向を踏まえつつ、５期連続の基本給改定や昨年度の管理手当等
　及び扶養手当の見直しによる基準内賃金の増加等も含め、総合的に判断することが必要。
●平成２８年度決算は増収減益であった。今回の平成２９年度決算は増収増益であるが、期
　末手当は直近の業績、増益ではあるが昨年の減益に対し戻りが弱い状況である。

＜   ＪＲ東日本会社より基本的スタンスが示される！  ＞


